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１ 目 的 

 これまでの理科教育は，・・・。 

（本文は 10.5 ポイントとして，１行当たりの

語数と行数は著者で決めて下さい。） 

利根川（2018）は・・・・・と述べている。 

２ 方 法 

（１）収集する文献の範囲 

 収集する文献の範囲は・・・・・・。・・・

を表１に示す。 

表１ ・・・・・・・・・ 

   

 

 

 

 

 

 

 

（２）分析の視点 

 それぞれの・・・・・・・・。 

１）目的・目標論 

 ・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・。 

２）学習指導論 

・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・。 

３ 結 果 

 まず，・・・・・・・・・・・・・。 

・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

これらの・・・・・・を図１に示す。 

↓ 下余白３０ミリ 

 

 

図１ ・・・・・・・・・  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

これらの結果より，・・・・・・であった。 

４ 考 察 

萩原（2015）によると・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

・・・ 

・・・・・・・・・・ 

５ まとめ 

 本研究では・・・・・・・・が明らかになっ

た。 

・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・。 
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A→Z の順で記載してください。記載方法の詳

細は本学会の論文誌『理科教育学研究』の投稿

規程を参考にしてください。 


